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て,趣く住かながら abmBiムnの現象を認める取ら;出来 -- ~
るD先報 (1945)に於て比べた矧こ,こうした中 asiムn
の矧こ彪虫の表皮は,加こ対する謬透性が将し,それIと‥
加えて殺虫剤が浸入し易くなる故粉の形で殺虫剤を用い
一.る時は,この点にも注意すべきである｡ (長沢細大)｡■:コr ∵
錦
･自由討罰の内容となった虫な軸は次のt;Rである.(lI,
割出の関越としてほ苗7･合1J-mICの生随 の可鰭性の有無､
の閃払 光源?閃払 吹込淡と拡下淡の毎矢の閉路
やn名eneあロスの問返等が招訊こ討訳された｡波長あ霊
泉に基く香典性体生成把のTJh:卿まないのではなカころうか
'と云う弘 光の存在は反庶逆圧を高める軒,慧レ光のない
場合淫は7ルカ.)E等p通告な触媒を必寄主すること,､而
してその何れゐ場合でもIimi 両者を併用してもγ･HC
の含畳には差異が見出されない事等は綜合された忠兄で
あるO(2)良薬としての使用状態とか或は変質及び昇華
-も色 1々問題になったが今後の早急な研究に待つ却とな′
った.(3)分析法t･=関しても稲々の恋兄があり,又中島助
教授との間に餌挟厭答があった｡同助教授によってその
際述べられた内符の詳細は防山科学誌13号に揃歌されて
いるoE4)八軒に対する号荘悼む関取こも関心が張り,'.0,_3
の会社から皮TEq炎拓が胡告された.これは個人差が多～
又 mIOそのものよりも別草成物に基くものであろうと
云う意見が多かった.fa工場従業員のナ唾的ゐ滑化器障
樽,txnzeneに基因する軽い痴呆症も報告写れた.(5)そ-
の他薬害･-臭気等も問題になったがこれ琴も又副生成物
によるものであろうと写れたO
単日の出稽者は農林省の良薬関係から10人,原粉製造
会社 (巴O故)から44^ ,吋ICあ加工会社から12人,.京
大丑薬化学研究蛍及び化学研究所武居研究室から1ET,人
で,合せて81名であった｡ 以 ヒ
ー G7.＼
l
